
スギの赤枯病防除に関ナる研究(第VI報)
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本報では，昭和 30 年皮以降 32 年度までの 3 カ年にわたって行った浅川および元八王子苗畑と 31 年

度に施行した栃木県県営Jibi穏苗畑て、実施したスギ赤枯病防除に対する粉剤の施用量および施用回数に関す

る試験結果をとりまとめたものであるコ

本報における訓内法ならびに被告程度の標示基準は，前報と同じである 3

この研究を行うに当って終始怒篤なる御指導を賜わった今関保護部長に，また本試験の調査に当初尽力

された技官峰尾一彦氏に深謝の意を表する 3

H 試験苗畑の概況および供試苗木

本防除試験を行ったそれぞれの古畑の担~iJ~'土，従来からの試験苗畑で引きつづき実施してきたもので，

このことについては第11[報に記したからここでは省略する。

供試苗木は，大応分スギ 1 回床替苗木で，その数約 23.000 本. 2 回床替苗木約 9 ， 000 本を使用した。

目試験成績

A. 粉斉IJの施用量別効力比較試験

1.目的

第 rrr報で，各種粉剤の効力比絞試験の結果を報告したが，本報ではこれらの成績を基として供試薬剤j中

比較的優秀と認められた粉斉1]，ここでは，黄色E酸化銅粉剤を便宜供試薬剤l として用い，本剤についての

施用量別効力比i絞試験を行L' ，これが施用の適量を究明するため，本試験を行った。

2. 試験方j宗

本試験は，昭和 30 年度は浅川苦畑でスギ 1 回床替苗木につき，また 31 年度は浅川および元八王子苗

畑で，前者は 2 回床替，後者i土 1 回床替苦木を用い， 2 カ年とも浅川苗畑ではラテン方格法により，元八

王子苗畑は狭隆のため本法にはよらないが，本試験の目的に添うよう考湿した睦植として実泊したもので

ある。

薬剤の施用量は全試験とも 1，000 m' 当り， 6.0 kg ・ 4.5 kg ・ 3.0 kg の 3 区として，無散布区をあわせ

年間 9 回動力散粉機を用いて薬剤lを散布し，試験を行った。

年によれまた苗j:fÐによって多少苗木の苗間などに差があるが，これらについての詳細は試験成績表の

(1) 秋田支場釜淵分場長 (2) 保護部樹病科樹病研究室員
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官官考欄に記すこととした。

3. 成績

Table 1. 粉剤の施用量別効力比較試験(昭和 30 年度，浅川苗州スギ 1 年生古木供用〉

E百ect of yeIIow copper oxide (7%) at various dosages in 1955 on 1-year-old 

]apanese cedar at Asakawa Nursery 

供試桁航州附(げ削{付0- 1 調査時の|健全本数 i 赤 1枯古病被害度別本数 |赤赤枯病被答
番号 i 施用量 l 本 数 1同本 数釦| !」一旦型具些竺0ぱf d仙is一守?…a出S巴d s坦型E1一-1程皮指数
P 川 l凶Nu仇如um
No. : Dosage iSL~e~l!n.~~ ~tl ~!ants ~t I he,althy SIightlLight M~-，.ISe.- is巴 ITotal I ~~. the 
1I  the initial I the end plants 邑|包 ddlei rious! rious! .LVL疝  I di 
I kg/O.ll 

hal 
6.0 1 1 ,836 I 1,774 1 905 8371 311 1/ 0 1 0;  8691 0.5 

2 I 4.5 グ I 1,784 I 759 1 957
1 

67 I 1 I 0 ! 0 

3 1 3.0 1 グ 1 ， 781 1 653 1,0841 411 31 0 

|無散布| グ 1 1,751 1 30 1 5刈 8ω1 273 1 9 IControll 1 ,101 UV  01vl UU""I I Ldv  I 

供試粉剤:黄色亜酸化銅粉剤

薬剤散布 13/V 2/VI 17/VI 4/VII 20/VII 4/¥111 24/¥1Il 14/IX 12/玄計 9 回
Date of dusting 

試験方法:ラテン方格法による (4 回繰返し〕
Experiment method : Latin Squar巴 Method (4 times) 

面 積: 1 Plot 20 m2 (4X5 m) 各 Plot 間歩道 2m 総面積 616 m2 

Experiment area Total area 

床替方法:列間 30 cm 苗間 15 cm 東西の条植
Condition of planting 1 s巴ed Iing in 15 x 30 cm 調査昭. 30. 10 

0.6 

0.7 

1.8 

Table 1 は，昭和 30 年度浅川町畑で行った成績であるが，これによると，顕著な差とはし、われなし、が

薬剤の施用量 6.0 kg 区はその被害程度指数 0.5 を示し， 4.5 kg 区は 0.6 ， 3.0 kg 区にあっては 0.7 と

なり，薬剤lを多く用いたほどしずごL、に被害が軽減していることが明ら力、である。

Table 2 は，昭和 31 年度の元八王子苗畑の成績で，ここでは参考ーまでに 6 斗式ボルドー液区を対照

に加えて試験したが，粉剤はボルドー液区ほどの効果を示してはいないが， 6.0 kg 区の指数1. 3 ， 4.5 kg 

および 3.0 kg 区ではともに1. 6，無散布区は最も多く発病し，その指数 3_7 となり，昭和 30 年度の浅

川苗畑の結果よりは全般的に発病が多く認められているこのことは試験年次も異なることながら，当t古

川が毎年発病の多い箇所でこのような被害度の差異を示したものと恩われる。

次iこ Table 3 は，昭和 31 年度に浅川苗畑でスギ 2 回床建Tj木を用いて行ったもので，この成績では

全般的に発病をみ，施用量問ではほとんど差が認められていない。

Table 4 は，昭和 32 年度に元八王子首畑で行った成績で，ここでは新たに 1，000 m2 当り 1.5 kg 区

を追加し，さらにボルドー液 6 斗式も対照に用いて実施したのであるが，これによると， 6.0 kg および

4.5 kg 区は最も有効な成積を示し，その指数わずかに 0.2，次が 3.0 kg 区の 0.5 で， 1.5 kg 区は最も

発病をみ 0.9，無散布区は1. 9 となったコ薬剤の施用量を増すにしたがって薬効を発揮し， ボルドー液

区と同様の効果が認められた。

Table 5 は，昭和 31 年度栃木県庁の林務idlの協力により岡県営瑞穂百円111で施行した粉剤の施用量別効

力比較試験である。
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Tab!e 2. 粉剤の施用量別効力I七絞試験(昭和31年度元八王子苗畑，スギ 1 年生苗木供用)

E任ect of yellow copper oxide (79/�) at various dosages in 1956 on l-year-o!d 

Japanese cedar at Motohachi�i Nursery 

種
目
方

M
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番
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Fungicide 

~_' ~ 1 21 
|酬 l緩 5.~!対七|約三 赤枯病被害度別本数 lオ枯病被害

類 1E5532:記i1451竺1mber ベ the 伽asedT:三lings1て記数
| ~1E 遣誤;主3暗;E草罵E立司5引I~剣づ4;3号|微僻害 i 軽酷害 1 中特害!童輯害 霊白問北 計 |n?:rf;店z 
|慢 誌古妥苫:戸l号寝妥乍乙12l芦戸叩S臼叩l口ligl
kg/O.l I 
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6.0: 561 I 526 I 2 I 389 i 120; 14 1 I 0 I 524 

257 253 , 33 

1.3 
粉剤

Dusting 
fungicide 

2 グ do. 4.5 I 561 536 2 536 1.6 

3 グ do. 3.0 I 561 I 51 8 285 1 86 I 14: 1 7 , 1 6 I 518 1.6 

6 斗式ボルドー液
4 I Bordeaux mix. 

(1 ・ 1 : 30) 
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使用粉剤黄色ï!fî酸化銅粉剤

薬剤散布 Date of dusting and spraying. 

粉剤 Yellow copper oxide l1/V 1/¥1 16/¥1 2/¥'][ 20/¥'ll 2/市 20/\1[ 14/JX 6/X 計 9 [fl! 

ボルドー液: Bordeaux mix. 11!V 1/¥1 16/¥! 2/VII 20/ 日[ 2/岨 201\1Il 18/IX 16/X 計 9 凹

面積各区とも 20 間宮 (2 間 XI0 m) 各区間歩道 2m

床替列苗間とも Wcm ~流昭. 31. 10 

Tab!e 3. 粉剤の施用量による効力比較試験(昭和 31 年度，浅川苗畑スギ 2 年生苗木供用〉

E任ect of yellow copper oxide (7%) at various dosages in 1956 on 2-year-o!d 

Japanese cedar at Asakawa Nursery 
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使用粉剤黄色亜酸化銅粉剤

薬剤散布 Date of dusting and spraying 

粉剤 Ye l10w copper oxid巴 12/V 4/YI 19/¥1 5/¥1l 23/¥1l 6/叩 23/岨 14/IX 8/X 計 9 凹

ボルドー液 Bordeaux mix. 15/V 4/YI 19/n 9/可 24/叩 7/咽 24/ 岨 19/IX 8/X 計 9 同

試験方法 ボルドー液区を除いた 4 区については，ラテン方格法によったご (4 回繰返し)
1 Plot 20 m' Plot 間歩道 2m

列間 30 cm 苗間 20 cm 調査昭. 31. 10 
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Table 4. 粉剤の施用量別効力比較試験〔昭和 32 年度元八王子首畑スギ 1 年生古木供用〕

Effect of y巴llow copper oxide at various dosages in 1956 on l-year-old 

Japanese cedar at Motohachi�i Nurs巴ry
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Table 5. 粉剤の施用量別効力比較試験(昭和 31 年度，瑞穂苗畑，スギ'2 年生岩木供用)

E任ect of yellow copper oxide (7%) at various dosages in 1956 on 2-yeaτ-old 

Japanese cedar at Mizuho Nursery 

替号 l 財u認定料g匂総uE叩 I 赤枯病被害度別本数 I 
施 用 量 ! 撃毛等ミ誕三生色回151b;ヨ同 」背ιー広山ロ ~<料口 品 Number of the diseased seedlings 

| 同日 EDJ+J 2u 同
Plot n UOsage i 1 2g 5u 去ω 主問ち王μ 制去て主刃 I 到u~ I 制E古:å I 蜘主者 1 剣agj円 I剣tIZE11-ヌ 2s1 11戸31
No・ 1ZS 程妥回避主題ぉ!山|時 1 吋|酔 5 己|

1 I 4.5kgl川 1 ， 182 1 0 I 1,012 

230ll，407l ， 13551 蜘 142! 7 1 1 1 0 1 1, 130
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3 I 1 ・ 5 ,""" 1,4071 1, 1241 15 1 303! 7441 52 1 6 1 4 1 1, 1091 1 

襟Control f寸邑- 208 ! 186 o ol 5l l 86 46 I 3 I 186I 3 

赤枯病被害

指数

ex 
ber 
the 
ease 

.2 

.8 

.0 

供試粉剤黄色亜酸化銅粉剤

薬剤散布 Date of dusting 10/V 25/V 5/¥1 15/VI 25/n 7/VIl 15/VII 25/VII 10/岨 25/咽 10/lX

25/lX 10/X 25/X 

面 積 4 号区を除き各区とも 5日間2 歩道 2m 調査昭. 31. 10 

当苗畑における試験も，浅川首畑と同様最大施用量を 4.5 kg とし，以下 3.0 ， 1.5 kg 区，これに標準

区をあわせ 4組として行ったコ

本成績では， 4.5 kg および 3.0 kg 区では被害指数1. 2， 1. 1 でほぼ同様であるが ，1.5 kg 区は1. 8，
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J~散布区は 3.0 となり，施用量聞では 1.5 kg 施用区に被害が比較的多く認められたが， 3.0, 4.5 kg 区

になるとかなり軽減するようである 3

B. 粉*，Jの散布回数別効力比較試験

1.日|下J

粉河Ji土液斉11，こくらべて施用ばすこぶる簡易で，薬剤費は多少嵩むが慨して消毒費は軽減できることから，

今後の林業苗畑でも広く府L 、られる見とおしのもとに，粉剤の施用回数をどの程度に実施すればよいかを

究明するために，本試験を行ったュ

2. 試験方法

木試験は昭和 30 年度には浅川苛畑で，スギ 1 凶床替苗木を用い，散布団数を年間 7 ， 8 , 9 回， これ

に知、散布区をあわせてラテン方裕法により， 4 プロック， 16 プロヅト， 1 プロヅト 16 m' について，黄

色III!酸化銅粉斉11を 1 ['!Iの散布量 1， 000 m' 当り 4.5 kg として試験を行ったこ 31 年度は引きつつ・き同苗畑

にてスギ、 2 回床替白木を用い，前年同様実地し，さらに同年元八王子苗畑では，本法にはよらないが，同

様の散布回数別の試験を行った。

3. 成績

Table 6 によれば， 9 回， 8 回ともに被害局数 0.6 を示し， 最も散布回数の少ない 7 回区では指数

Table 6. 粉剤の散布団数別効力比較試験(昭和 30 年度，浅川苛畑，スギ 1 年生苗木供用〕

Effect of yel10w copper oxide (7%) at various dusting tirnes in 1955 on l-year-old 
Japanese cedar at Asakawa Nursery 

| 回 | 1 2 1 21 |赤枯病被害
番号 i 緑 .5 訴宣言ョ i 事項目七|総山 S l 赤桔病被害度別本数 | 

|回 E 照|芝;古島:ニ 1 す 1511ι 去三 Nurnber of diseased seedlings 程度指数
I ~'Öお:~~ど口 I :{ ~ ~ I 円~ >. I 一一一一一 Index

Plotl 持ち主 i さ J-;| 主き-5 I <-71て主制E草 剤E言!約書 I mJ ~ I抑協 El 百 l number 

No.1η| 評判弓~ I iÊ弓 l d l J144 陣 il 可 lAぷ
9 1, 512 590 51 。 。 845 0.6 

2 8 // 1 ,444 591 819 24 10 。 。 853 0.6 

3 7 // 1,421 470 890 59 。 。 951 0.7 

4 無散布
// 1,412 I 52 366 。 。 1, 360 1.3 Control 

供試薬剤 施用量:黄色亜酸化銅粉剤 4.5 kg/0.1 ha 

試験方法 :ラテン方格法による( 4 回操返し〉

面 積 : 1 plot 当り 16m' (4X4m) ， 各 plot 間歩道 2m ， 総面積 484 m' 

床替方法 :列間 30 cm ， 百聞 15 cm ， 東西の条植

薬剤散布日 (Date of dusting) 

June July Aug. 計
Total 

1
i

勺
L
q
u

9

8

7

 

調査昭. 30. 10 
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Table 7. 粉剤の散布回数別効力比較試験(昭和 31 年度，浅川苗畑，スギ'2 年生首木供用〉

E任巴ct of yellow copper oxide (7%) at various dusting times in 1956 on 2-year-old 

Japanese cedar at Asakawa Nursery 

番号 !吋叩44凹山 1i|￡| 赤枯病被告皮別木数 i指詰晶君数
種 類[g~ふ日 l持凸 44J2コ 21 Number of diseased seedlings 数

Plot ロミ2L ・同 剣旧三 ! ...,_ Q) τ~ , Index 

F吋 己平計ι 由 | 円 1 ~j 1 1f-~ 1 ~] I~蝋陣伊冨η]1No. 経 寵長時裂さ超円器・円普沼側 己 of the 
切同~ I ~Jl lillll<"'" JlI r disease 

(4.5 kgfo.1 ,h,a); 

1 I Y粉ellow cop剤per 9 924 921 I 0 215 697 8 。 1.7 
oxide 

2 // do. 8 924 922 I 0 120 796 4 922 1.9 

3 // do. 924 918 I 0 107 800 10 。 918 1.9 

6 斗式ボルドー液
4 Bordeaux mix. 9 308 180 110 。 。 。 290 1.4 

(1 : 1 : 30) 

5 無 散 布 。 924 916 1 0 B 636 257 12 3 916 I 2.3 
Control 

使用粉剤黄色illi酸化銅粉剤

薬剤散布日 (Date of dusting) 

、月
脊号一--...___ I May 1 June 
Plot No. "- I 

July 計
Total 

1
i

勺
ノ
山
内
《υ
A

匂

9

8

7

9

 

試験方法 ボルドー許証区を除いた 4 区についてはラテン方格法によったη

1 plot 16 m" plot 間歩道 2m ， 列間 30c削，苗間 20 c刑 調査昭. 31. 10 

Table 8. 粉剤の散布|什1数別効力比較試験(昭和 31 年度，元八王子白州1[，スギ 1 年生苗木供用)

Effect of yellow copper Oxide (7%) at various dusting times in 1956 on l-year-old 

Japanese cedar at Motohachi�i Nu.rsery 
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スギの赤枯病防除:三関する研究 (第日一報) (野原・陳野〕 一一 7 ーー

薬剤散布日 (Date of dusting) 

June July 

1
i

勺
〆
血
つ
d
A

竺

9

8

7

4

9

 
備考面 積番号1， 4: 20m' (2X10m) 2, 3: 18m' (2X9m) 5: 40m' (4X10m) 

床替方法列間，苗間ともに 20 cm ， 東西の条植，各区間歩道 1 制

調査昭. 31. 10 

0.7，無散布去は1. 3 を示したづこの結果から 7~9 固までの散布団数別の試験では，顕著な差が認めら

れなかった。

また Table 7 でも，散布団数 9 回区の被害指数1. 7, 8 田区および 7 回区ともに1. 9，無散布区 2.3

で散布回数間では著しい差が認められないが，傾向としては散布団数の多い方がいくらか良好のようであ

るつ

さらに Table 8 では，最大回数の 9 四散布区において指数1. 6 で， 8 団および 7 回散布区はともに

1. 4 で，ここでは不!見則な結果を示したのである、もっともこのことは比絞的発病が多く無散布区ではそ

の指数 3.7 を示したほどであるつ

日「摘要

1. 木被は昭和 30~32 年度までの 3 カ年浅川および元八王子苗畑で実施した粉剤の施用量，および悶

回数別効力lt絞試験の成績をとりまとめたものである

2. 供科薬剤 J土，黄色直酸化銅粉剤とし，施用量j土 1. 000 m' 当り 6.0 ・ 4.5 ・ 3.0 ・ 1. 5 kg で，抱用!可

数は，年間 9 ・ 8 ・ 7 同についてスギ 1~2 同床替訂木を用い主にラテン方格迭によった(

3. 粉剤の施用量l試験ではその量を増すごとに効果を示したー

4. 粉剤の散布[1]数別効力比較試験では顕著な結果l土得られなかったが，概して散布団数の多いほど有

効のようである、
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Researches on the Prevention of the Needle Blight of “ Sugi" 

(Cryptomeria japonica D. DON) (¥'l) 

Dosages and numbers of dusting times of the fung'icide 

Y�1ta NOIIARA and Yoshiyuki ZINNO 

(R駸um�) 

1. The present report deals with the experiments carried out during 1955~1957 at 

various dosages and dusting times of a fungicide which contains yellow copper oxide 

at 7% to protect the seedlings from the disease at forest nursery. 

2. Dosages w巴re 6.0. 4.5. 3.D and 1.5 kg per 1,000 m' and number of dustings were 

9. 8. and 7 times a year. 

3. Preventive e百ect was increased in proportion to the dosage. but c10se interrelation 

was not observed between the effect and the number of the dusting times. 

付表1. 気象観測成績 (昭和 30 年度 4~10 月浅川分室観測〕

Attached list No. 1. Results of meteorological observations from April to 

October in 1955 at Asakawa Nursery 

種別一一一一月 I April I May I June I 

気温 1 A n 1 0  L ""1..1 '"> 14.9 18.6 I 24.2 I Average of out.door temp. ~~./ ~v.v I ~~.~ I 

f 最高 Max. 27.3 I 27.81 32.0: 
温度
Temperature ~最低 Min. I -3.2 5.1 I 11.0' 
in the screen I 

L 平均 Aver. 12.4 : 16.7 i 21.8! 
湿度/~ ~: ~，. I ~A' 

Com;~rative air humidity'(%) 63.3 71.4 I 79.1 

J向 IAug. Sept・ I Oct. 

29 ・ 7 I 山 19 ・ 5 16.3 

32.2 I 33.4 I 29.5 28.5 

22.2 I 17 . 1 I 1 1. 8 5. 2 
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付表 2. 気象観測成績 (昭和 31 年度 4~10 月浅川分室観測〕

Attach馘 list No. 2. Results of meteoro!ogica! observations from Apri! to 

October in 1956 at Asakawa Nursery 

種 別ー一一一一
月

気温
Average of out-door temp. 

(最高 Max.
温度|
Temperature ~最低恥Iin.
in th巴 screen I 

l 平均 Aver.

湿度
Comparative air humidity (9の

日照時数
Tota! hours of sunshine 

降雨日数
Tota! of rained days 

I Apri! I 

13.3 : 

26.2 

0.1 

65 

156.7 

13 

E丘ay

17.0 

33.5 

5.0 

77 

134.0 

21 

June ! 

21.61 

31.4 i 

72 I 

116.3 

18 

Ju!y I Aug. 

23.5 i 25.31 

32 ・ 2! 乱61

16.6' 15.)" I 

84 76 

93.1 142.4 I 

17 I 16 

Sept. I Oct. 

22.0 I 16.1 

31. 3 I 25.6 

12.7 I 6.0 

82 I 84 

107.91 70.1 

18 17 

降雨量
Quantity of th巴 rain

146. 云 324.2 182.8! 140.3 136.8 I 309.1 I 370.4 

付表 3. 気象観測成績 (昭和 32 年度 4~10 月浅川分室観i則〉

Attached list No. 3. Results of m巴teoro!ogica! observations from Apri! to 

October in 1957 at Asakawa Nursery 

月 I Apri! May June Ju!y Aug. Sept. , Oct. 
種別 一 | 

気温 14.6 I 17.7 I 19.2 i 23.4 I 27. 1 I 20.0 I 17.2 verage of out door temp. ...V". , I ".~! ~U'. I 

(最高 M仏 |26912561286i34O 13421312124 ・ 7
温度

Temperature <最 低 Min. 一口 l -i102  165 184i 941 22 
in the screen I 

l 平均 Aver. I -1 -: -I : 

湿 度!ム 53バ 74.2 山 73.81 7門川川9.0即O配|凡Comparative air humidi江ty (%)' OL JJ  I 

日照時数 I 1仏8 I 194 ・ 2 I 990 ・ 5 68.0 I 1乱 8 I 瓜 3 1 137 ・ 6Tota! hours of the sunshine ..u. u ,n. ~ I 77U.  U UU.  U I 

降雨日数， , 
6 i 19 20 19 Tota! of rained days 22 19 

降雨量
Quantity of the rain lω.9! 225 ・ 2 ， 375 ・ 5 142 ・970・ 0 ， 383 ・ 9 I 133 ・ 5
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付表 4. 気象観測成績 (昭和 31 年度 4~10 月瑞穂苗畑観測〕

Attached list No. 4. Results of meteorological observations from Apri1 to 

October in 1956 at Mizuho Nursery 

月 I April I May I June July [ Aug. I Sept. I Oct ・
種 JJU 一一一

気 温 15.6 18.7 25.6 24.5 18.4 A verage of out-door temp. 

高 Max. 17.9 21.5 26.2 28.3 29.2 26.5 20.6 
温度

Temthpe eratur巴最 fl1 Min. 3.0 8.9 14.8 17.6 18.1 16.3 iO.3 
a t the screen 

平 均 Aver. 10.5 15.2 20.5 23.7 21.4 15.5 

出主 度 55 57 63 66 59 68 61 
Comparative air humidity (%) 

降T 雨 H 数 B 11 14 i 14 
。tal of rained days 

降Quantity 0雨f the rain 
量 111. 1 I 186.0 I 114.0 80.1 104.9 179.3 I 174.9 

備考 10 時限界


